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News Head Line
もっと詳しく! →http://jp.yamatake.com/news/index.html

2002年5月より開催している藤沢テクノセンター（旧藤沢工場）省エネ工場見学会の総
来場者数が、5000名を突破しました。弊社は、藤沢テクノセンターを「省エネモデル事
業所」と位置付け、さまざまな取組みを行い、エネルギーピーク時（1998年度）から3年で
10%削減という目標に挑戦し、これを大きく上回る22.3%のエネルギー削減を達成してい
ます。 → A

藤沢テクノセンター
省エネ工場見学会の来場者数が5000名を突破

azbilは、グループの気持ちをひとつにする
ための、シンボルマークです。
グループ理念である「“人を中心としたオー
トメーション”で、人々の“安心、快適、達成
感”を実現するとともに、地球環境に貢献し
ます」という思いを込めました。

122007
December

山武グループPR誌 azbil（アズビル）

デジタル指示調節計「SDC45A/46A」が、2007年度グッドデザイン賞 商品デザイン
部門（作業工具、産業機械、搬送機器、車両／試験機器）を受賞しました。本製品は当
社デジタル指示調節計シリーズの上位機種として、性能面での強化はもちろん、質感や見
た目での機能性や操作の容易さ、およびキー操作の心地よさを目指し開発されました。　
 → B

デジタル指示調節計SDC45A/46Aが
2007年度グッドデザイン賞を受賞

プラントにおける安全計装分野へのソリューションを強化するため、11月1日よりInvensys
社製の安全計装コントローラTricon（トライコン）の販売代理業務を開始しました。当社
は自社製DCS（APS5000TM、HarmonasTM、Industrial-DEOTM）上にて、安全計装コ
ントローラTriconの統合機能を含め、DCSと安全計装システムとの一括販売を行います。
 → D

Invensys社（米国）製 安全計装コントローラ
Tricon（トライコン）の販売代理業務を開始

ビルシステムカンパニー東京本店は、10月25日、ゆうぽうと（東京都品川区）で開催され
た「品川・目黒地区安全衛生大会」にて、品川労働基準監督署長より安全衛生優良
事業場賞を受賞しました。かねてより東京本店が取り組んできた労働安全衛生マネジメン
トシステム（OSHMS準拠）が厚生労働省の指針に適格であり、リスクアセスメントに重点
をおいた活動が高く評価されたものです。 → C

安全衛生優良事業場賞受賞

黄　の神秘
人類の歴史を通じて、最も価値の高い物質とされてきた金。

永遠の輝きを放つ金は、いつの時代も人々を魅了し、時に人々を狂わせてきた。

金は、自然界が生んだ奇跡の鉱物であり、人間にとっては富と欲望の象徴である。

色あせない金の魅力に、いま再び迫る。

特 集

問い合わせ先

A
株式会社 山武
広報グループ

TEL　03-6810-1006
FAX　03-5220-7274

B
株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
CPマーケティング部
TEL　0466-20-2278
FAX　0466-20-2193

C
株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL　03-6810-1112
FAX　03-5796-0795

D
株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
ソリューションマーケティング部
TEL 0466-52-7041
FAX 0466-20-2376
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埼
玉
県
の
利
根
川
沿
い
に
立
つ
、
と
あ
る
工
場
。

ひ
っ
き
り
な
し
に
運
び
込
ま
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ま
れ
て
い
る
の
は
、
半
導
体
や
電
子
部
品
の
工
場

か
ら
出
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
だ
。
一
見
す
る
と
ご
み
の

山
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
す
べ
て
に
金
が
付
着
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
純
度
99
％
以
上
の
金
に
生
ま

れ
変
わ
る
の
だ
。

　

工
場
を
運
営
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
リ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
株
式
会
社
（
以
下
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
非
鉄
金
属

の
精
錬
業
を
行
う
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、
貴
金
属
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
る
。
月
に
約
４
０
０
ｔ
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
か

ら
、
薬
品
を
用
い
て
湿
式
処
理
し
て
い
る
。
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
金
属
精

錬
業
で
あ
る
た
め
、
金
や
銀
、
銅
な
ど
、
価
値
の

あ
る
金
属
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
引
き
取
れ
な
い
。

逆
に
、
高
品
位
の
金
属
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
高

値
で
買
い
取
る
こ
と
も
あ
る
。

　

設
立
当
初
は
グ
ル
ー
プ
内
の
工
場
か
ら
出
た
不

良
品
や
、
製
造
工
程
で
出
る
プ
レ
ス
く
ず
な
ど
を

回
収
し
て
い
た
が
、
近
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法

の
整
備
や
お
客
さ
ま
の
要
望
を
受
け
て
、
広
く
一

般
企
業
を
相
手
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

工
場
に
と
っ
て
産
業
廃
棄
物
は
、
常
に
頭
を
悩

ま
せ
る
存
在
だ
。
処
理
に
は
費
用
が
か
さ
み
、
社

会
に
対
し
て
排
出
量
を
報
告
す
る
義
務
も
あ
る
。

排
出
量
が
多
け
れ
ば
、
当
然
風
当
た
り
も
強
い
。

そ
ん
な
や
っ
か
い
な
物
を
工
場
ま
で
回
収
に
来
て
、

買
い
取
っ
て
く
れ
る
と
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
一
石
二

鳥
。
実
際
に
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
環
境
意
識
の
高
ま
り
と
と

も
に
急
成
長
を
遂
げ
、
２
０
０
６
年
度
は
年
商
が

前
年
度
比
50
％
の
成
長
を
記
録
し
た
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
不
良
品
な
ど
を
扱
う
た
め
、

扱
う
モ
ノ
の
品
質
が
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
お
客
さ
ま
が
求
め
て
い
る
の
は
、
定
期
的

に
回
収
に
来
て
、
適
正
な
価
格
で
買
い
取
る
安
定

し
た
取
引
。
処
理
技
術
の
向
上
な
ど
に
も
力
を
注

ぎ
、
お
客
さ
ま
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
」
と
、
関
川
社
長
は
語
る
。

　

入
荷
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
ま
ず
分
別
と
計
量

を
行
い
、
処
理
方
法
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
、
種

類
に
応
じ
た
処
理
を
行
い
、
最
終
的
に
は
金
メ
ッ

キ
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
シ
ア
ン
化
金
カ
リ
ウ

ム
と
な
っ
て
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
で
原
料
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

大
き
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
描
い
て
、
再
び
金
と

な
る
。

「
当
社
の
企
業
理
念
は
、『
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か

ご
ま
で
』
の
循
環
型
経
営
を
目
指
す
こ
と
。『
ゆ

り
か
ご
か
ら
墓
場
』
へ
埋
め
立
て
る
の
で
は
な
く
、

適
切
な
処
理
を
経
て
再
び
『
ゆ
り
か
ご
』
に
戻
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
、
地
球
環
境
保
全
と
資
源
の
有

効
利
用
の
実
践
な
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

事
業
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
適
正
な
利
益
を
出
し

な
が
ら
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
よ
う

な
企
業
が
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
う
だ
ろ
う
。

半導体メーカから引き取ったコネクタボード。ピンの先端が金メッキされ
ている

か
つ
て
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
埋
め
立
て
て
い
た
部
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、近
年
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
金
メ
ッ
キ
な
ど
の
金
素
材
は
、メ
タ
ル
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

新
し
い
金
の
鉱
脈
は
、鉱
山
で
は
な
く
廃
棄
物
工
場
に
あ
る
の
か
、あ
る
企
業
の
取
組
み
を
追
っ
た
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
金
を
抽
出
す
る

新
し
い      

鉱
脈
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エコシステムリサイクリングでは、
金だけでなく銀や白金など貴金
属の回収、シアン化金カリウムの
製造なども行っている。埼玉県
本庄市と岡山県岡山市の2工
場を拠点とし、2007年10月に
は、秋田県小坂町で新たな工場
が操業を開始した。ISO9001、
ISO14001も認証取得済み。

エコシステムリサイクリング株式会社
代表取締役社長
関川 忠彦さん

電解精製された金を鋳型に流し込む。重さ 3㎏、純度 99.99%、時価 800
万円相当の電着金ができあがった

金は通常の酸では溶けないため、王水と呼ばれる塩酸と硝酸の混合液で溶解する。
溶解液に電流を流し、電着金を精製する。湿式処理フロー

金付きスクラップ

金メッキ廃液

金付きセラミックスクラップ

金付き樹脂スクラップ

王水溶解

剥離工程

焼却

電解採取

王水精製

電解精製

電着金
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石
川
県
金
沢
市
か
ら
日
本
海
沿
い
を
北
上
す

る
と
、能
登
半
島
の
付
け
根
に
羽は

く

い咋
と
い
う
町
が

あ
る
。
こ
こ
は
、多
数
の
U
F
O
目
撃
情
報
が
残

る
「
U
F
O
の
飛
来
す
る
町
」。
1
9
9
6
年
、こ

の
町
に
N
A
S
A
の
特
別
協
力
の
下
、宇
宙
科
学

博
物
館
「
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
こ
の
施
設
で
は
、月
面
着
陸
船
や
惑
星
探
査

船
、通
信
衛
星
な
ど
、宇
宙
開
発
の
た
め
に
製
作
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
を
展
示
し
て
い
る
。
実
際

に
宇
宙
か
ら
帰
還
し
た
旧
ソ
連
の
宇
宙
カ
プ
セ
ル

「
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
」な
ど
希
少
価
値
の
高
い
物
が
多

く
、日
本
で
も
有
数
の
宇
宙
関
連
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　

宇
宙
開
拓
史
を
彩
っ
た
数
々
の
機
器
が
並
ぶ

中
で
、特
に
人
気
が
あ
る
の
が
船
外
活
動
宇
宙

服
。
こ
ち
ら
は
模
型
と
は
い
え
、ア
ポ
ロ
17
号
の

ク
ル
ー
の
了
承
を
得
て
、デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ズ
、素

材
ま
で
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
バ
イ
ザ
ー
は
金
色
に
輝
き
、全
身
を
覆
う
真
っ

白
の
ボ
デ
ィ
ス
ー
ツ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
烈

だ
。

　

そ
も
そ
も
、宇
宙
で
は
な
ぜ
宇
宙
服
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
。
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
の
中
田
氏
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
ご
存
知
の
よ
う
に
、宇
宙
空
間
は
真
空
状
態
で
あ

り
気
圧
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
生
身
の
人
間

が
飛
び
出
す
と
、血
液
が
沸
騰
し
、人
の
体
は
破
裂

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
与
圧
服
と
も
呼
ば

れ
る
宇
宙
服
は
、人
が
過
酷
な
宇
宙
空
間
で
活
動

す
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
装
備
な
の
で
す
」

　

船
外
活
動
用
の
宇
宙
服
は
、背
中
に
生
命
維
持

装
置
を
背
負
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、３
・
9
気

圧
の
酸
素
を
供
給
し
、循
環
し
た
酸
素
を
浄
化
す

る
シ
ス
テ
ム
も
備
え
て
い
る
。
ま
た
、全
身
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
管
に
冷
却
水
を
循
環
さ
せ
、熱
か

ら
身
を
守
っ
て
い
る
。
人
が
普
通
に
生
き
ら
れ
る

環
境
を
人
工
的
に
つ
く
り
出
す
こ
と
は
、と
て
も

大
変
な
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
ハ
イ
テ
ク
装
備
の
一
環
と
し
て
、な

く
て
は
な
ら
な
い
素
材
が
金
で
あ
る
。
金
に
は
、

紫
外
線
や
赤
外
線
な
ど
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
、

可
視
光
だ
け
を
通
す
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の

特
徴
を
利
用
し
、バ
イ
ザ
ー
の
裏
側
に
24
金
箔
を

蒸
着
さ
せ
、目
や
顔
を
保
護
し
て
い
る
。
宇
宙
線

と
呼
ば
れ
る
人
体
に
有
害
な
放
射
線
か
ら
身
を
守

り
、か
つ
視
界
を
確
保
し
て
不
自
由
な
く
活
動
す

る
た
め
に
、金
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
素
材
は
な
い
の

だ
と
い
う
。

「
錆
び
な
い
、軟
ら
か
い
、可
視
光
し
か
通
さ
な
い

な
ど
、金
の
素
材
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
考

え
る
と
、金
が
価
値
の
あ
る
物
と
し
て
重
宝
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
納
得
で
き
ま
す
。
宇
宙
空
間
へ
と

飛
び
出
し
て
も
、価
値
の
高
さ
は
変
わ
ら
な
い
ん

で
す
ね
」

　

先
端
技
術
の
粋
を
集
め
た
宇
宙
開
発
の
現
場
。

そ
こ
に
は
、ま
ば
ゆ
い
輝
き
を
放
つ
金
が
よ
く
似

合
っ
て
い
た
。

アポロ月面着陸船LM（アメリカ）。土台部分で光っているのは、
熱を反射させるためのシート

写真の宇宙服は、「人類を月に着陸
させ、安全に地球へ帰還させること」を
ミッションとしたアポロ計画で用いられ
たもの。外部からの供給がないまま、
4時間の船外活動が可能。総重量は
82.6㎏あるが、月面では重力が約6分
の1となるために、重過ぎることはない

施設は円盤型の3階建てドーム。玄
関先には実際に宇宙へと打ち上げら
れたマーキュリー型ロケットがそびえ
立っている。「興味を持たれた方は、
ぜひ一度
遊びにい
らしてくだ
さい」

アポロ司令船CM（アメリカ）。ステンレスの
ボディを耐熱コーティングしている

ルナ24号月面着陸船（旧ソ連）。地球に帰
還するのは、最上部の黒い球体のみ

バイキング火星着陸船（アメリカ）。火星の
生命を探査する

ヴォストーク帰還用宇宙カプセル（旧ソ連）。
大気圏を越えて宇宙から帰還した本物

金
は
、珍
し
い
特
性
を
多
く
持
つ
金
属
で
あ
り
、多
機
能
素
材
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
、宇
宙
服
が
あ
る
。
過
酷
な
宇
宙
空
間
で
、金
は
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。

宇
宙
か
ら
身
を
守
る

コスモアイル羽咋で見られる宇宙関連機材

特 集

宇宙科学博物館
コスモアイル羽咋
中田 昌宏さん
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1
8
4
8
年
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ア
メ
リ
カ

ン
川
で
砂
金
が
発
見
さ
れ
、翌
49
年
に
は
噂
を
聞

き
つ
け
た
山
師
や
開
拓
者
が
世
界
中
か
ら
一
獲
千

金
を
夢
見
て
殺
到
し
た
。
俗
に
い
う
、ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
彼
ら
49
ｅ

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ナ
イ
ナ
ー
ズ

ｒ
ｓ
と
呼
ば
れ

た
人
々
の
来
訪
に
よ
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
人
口

は
20
万
人
に
ま
で
急
増
し
、西
部
開
拓
の
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
た
。ま
た
、人
口
わ
ず
か
数
百
人
だ
っ

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
、金
の
搬
出
港
と
な
っ

て
活
況
を
呈
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
は
、ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
つ
く
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
金
に
は
、そ
れ
だ
け
人
を

動
か
す
力
が
あ
る
の
だ
。

　

し
か
し
そ
の
半
世
紀
後
、日
本
で
も
北
海
道
の

奥
地
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
っ
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
1
8
9
8
年
に
道
北

の
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
川
で
砂
金
が
発
見
さ
れ
、未
開

の
地
に
1
万
5
千
人
が
集
っ
た
の
だ
。
人
が
集
ま

り
集
落
が
形
成
さ
れ
、神
社
か
ら
遊
郭
ま
で
が
で

き
あ
が
っ
た
と
い
う
。
以
後
5
年
間
で
延
べ
２
t

の
金
が
採
取
さ
れ
、
1
9
0
0
年
に
は
7
6
8

・

75ｇ
も
あ
る
日
本
一
の
塊か

い
き
ん金

も
発
見
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、戦
争
の
影
響
な
ど
に
よ
り
次
第
に

熱
気
は
沈
静
化
し
た
が
、砂
金
の
採
取
法
は
こ
の

地
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　

取
材
に
伺
っ
た
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
砂
金
採
掘
公
園

は
、
1
9
8
5
年
に
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
川
の
下
流
域

に
整
備
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
、ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

の
時
代
に
確
立
さ
れ
た
伝
統
的
な
道
具
を
用
い

て
、気
軽
に
砂
金
採
取
を
体
験
で
き
る
。
取
材
当

日
、早
速
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、ほ
ん
の
10

分
で
ゆ
り
板
の
上
か
ら
数
粒
の
砂
金
が
姿
を
現
し

た
。
小
粒
だ
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
砂
金
。
目
の
前

の
川
か
ら
金
が
取
れ
る
こ
と
に
、興
奮
を
禁
じ
得

な
い
。

「
オ
ー
プ
ン
し
て
20
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、毎
年
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
が
遠
路
は
る
ば
る
や
っ
て
来
て
く

れ
ま
す
。
自
ら
の
手
で
砂
金
を
掘
り
出
し
た
と
き

の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
、皆
さ
ん
口
を
揃
え

て
言
い
ま
す
ね
」と
、ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
砂
金
採
掘
公

園
を
管
理
す
る
ウ
ソ
タ
ン
砂
金
共
和
国
の
池
田
大

統
領
は
言
う
。

「
私
に
は
、砂
金
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
仲
間
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
砂
金
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
れ

ば
、全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
す
。
砂
金
堀
り
の
名
人
に
会
い
た
い
と
、子

ど
も
が
私
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
砂

金
は
、現
代
で
は
失
わ
れ
か
け
て
い
る
、人
と
人
と

の
心
の
繋
が
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
」

　

か
つ
て
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
賑
わ
い
は
、

も
は
や
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、現
代
で
も
金

の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。

金
を
手
に
し
た
と
き
の
ピ
ュ
ア
な
感
動
は
、時
代

を
超
え
て
私
た
ち
を
突
き
動
か
し
続
け
て
い
る
。

緩やかにカーブがつい
た、木製の「ゆり板」。

3川の水に何度も浸しながら、慎重に砂を流
していく。砂金は砂よりも重いため、底の方か
らだんだんと姿を現す

2大きな石は手で取り除き、砂だけを残すよう
に揺すりながら持ち上げる

1ゆり板を足で押さえ、カッチャで川底の砂や
石をゆり板に載せる。大きな岩の陰など、水
の流れが滞留しやすい所がポイント

ウソタンナイに伝わる
伝統的な砂金採取法

樋流し法

澄んだ水を好むヤマメが多く生息するウソタンナイ川。雄大な自然の中で
ゆり板を揺らすのは気持ちがいい

オホーツク海

浜頓別町

ウソタンナイ川
ウソタンナイ砂金
採掘公園

砂金堀り石垣遺跡
土砂に埋まった砂金を
掘り起こすために、川
の流れを変える目的で石
垣が作られた

ゲート
ウソタンナイ砂金
地の見学には森
林管理所の入
林許可が必要

金山橋

金山神社
砂金堀りは自然の恵を
享受し、脅威と向き合う
もの。いつしか小屋と神
棚ができあがった

頓別川

頓別港
クッチャロ湖

無縁仏の碑
ゴールドラッシュ時に全国
から集まった素性の知れ
ない者たちの魂を弔う

日本一の塊金出土地点

お話を伺ったのは、ウソタン砂金
共和国の大統領、池田邦雄さん。

「砂金はウソタンナイ地域の財
産。これをどう後世に残し伝えてい
くか、使命感を持って取り組んでい
きます」

日
本
最
北
端
の
地
、北
海
道
宗
谷
岬
か
ら
車
で
南
下
す
る
こ
と
2
時
間
。

白
鳥
の
飛
来
す
る
大
地
を
流
れ
る
ウ
ソ
タ
ン
ナ
イ
川
で
は
、

か
つ
て
巻
き
起
こ
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
名
残
と
し
て
、

現
在
で
も
気
軽
に
砂
金
が
採
掘
で
き
る
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

一
獲
千
金
を
夢
見
て
、砂
金
堀
り
へ
と
出
掛
け
よ
う
。

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
夢
見
て

砂 
　
の
採
掘
体
験

特 集

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
夢
見
て

砂
　
の
採
掘
体
験

川底をかき上げるくわのよ
うな「カッチャ」。すくっ
た砂や石をこぼさないよ
うに、底部が湾曲してい
る

道具

方法
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ClientVol.1 SUMCO TECHXIV 株式会社

環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
製
造
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ

　

SU
M

C
O

 TEC
H

XIV

（
サ
ム
コ
テ
ク

シ
ブ
）株
式
会
社
は
、長
崎
に
拠
点
を
置
く

シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
メ
ー
カ
で

す
。
1
9
6
0
年
に
小
松
電
子
金
属
株
式

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、半
導
体
の
需
要
拡

大
に
伴
っ
て
規
模
を
拡
張
。
台
湾
や
中
国

な
ど
ア
ジ
ア
に
強
い
販
売
網
を
築
き
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
か
ら
はSU

M
C

O

グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
な
り
、シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
製
造

に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
、さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

S
U

M
C

O
 TE

C
H

X
IV

は
、企
業
理
念
に

「
社
会
と
の
融
和
」を
掲
げ
、環
境
問
題
に

対
し
て
も
早
く
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

「
1
9
9
8
年
に
、当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ

た
I
S
O
1
4
0
0
1
を
長
崎
と
宮
崎
の

工
場
で
認
証
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、工

場
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物

を
ゼ
ロ
に
す
る
『
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
』で
も
、99
・
９
％
と
い
う
高
い
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
」（
今
井
氏
）

　

シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
工
程
に
お

い
て
使
用
す
る
大
量
の
水
や
化
合
物
も
適

切
な
処
理
を
施
し
、環
境
負
荷
の
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
。

大
量
の
報
告
書
作
成
も

容
易
に
実
現

　

S
U

M
C

O
 TE

C
H

X
IV

で
は
、管
理
ポ
イ

ン
ト
の
充
実
に
よ
る
歩
留
ま
り
向
上
を
目

的
と
し
て
、
2
0
0
3
年
に
中
央
監
視
装

置H
arm

onas™

（
ハ
ー
モ
ナ
ス
）を
導
入

し
ま
し
た
。
生
産
設
備
の
監
視
・
制
御
は

も
ち
ろ
ん
、品
質
管
理
や
業
務
改
善
に
も

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ラ
ー
ム
監
視
と
メ
ー
ル
通
知
機
能
を

連
動
さ
せ
、担
当
者
の
携
帯
電
話
に
ア

ラ
ー
ム
が
通
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
品
質
に
関
わ
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、夜
間
で
も
即
座
に
連
絡
が
行
き
、

迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
三
浦
氏
）

　

ま
た
、リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
製
造
情
報
管

理
シ
ス
テ
ムP

R
E

X
IO

N
™

（
プ
レ
キ
シ

オ
ン
）の
導
入
に
よ
り
、H

arm
onas

の

デ
ー
タ
を
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
取
得
し
、

任
意
の
フ
ォ
ー
ム
に
落
と
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

「
当
社
の
よ
う
な
規
模
の
工
場
で
は
、デ
ー

タ
開
示
や
記
録
の
た
め
た
く
さ
ん
の
報

告
書
が
必
要
と
な
り
、そ
の
数
は
週
に

1
0
0
通
に
も
上
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

デ
ー
タ
の
入
力
と
報
告
書
の
作
成
を
一

枚
一
枚
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

PREXIO
N

に
よ
り
ボ
タ
ン
一
つ
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
設
備
の
増
強
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
む
中
で
、人
員
を
増
や
す
こ

と
な
く
対
応
で
き
て
い
る
こ
と
が
、導
入

の
効
果
を
物
語
っ
て
い
ま
す
」（
中
田
氏
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
激
し
い

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
の

大
幅
な
省
エ
ネ
に
成
功

　

S
U

M
C

O
 TE

C
H

X
IV

で
は
、毎
年
１
％

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
目
標
に
掲
げ
、省

エ
ネ
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
大
口
径
シ
リ
コ

ン
ウ
ェ
ー
ハ
の
製
造
は
、ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
内
の
温
度
や
湿
度
を
厳
密
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

2
0
0
6
年
に
省
エ
ネ
型
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
空
調
コ
ン
ト
ロ
ー
ラInfilex™

C
R

（
イ

ン
フ
ィ
レ
ッ
ク
ス 

シ
ー
ア
ー
ル
）を
試
験

的
に
導
入
。
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

「
こ
れ
ま
で
は
、部
屋
ご
と
に
温
度
と
湿
度

を
個
別
に
制
御
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

季
節
の
変
動
へ
の
対
応
も
人
手
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
しInfilex C

R

の
導
入

に
よ
り
、無
駄
の
な
い
空
調
制
御
を
自
動

で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
や
運
用
作
業
が
総
合
的
に
改
善

で
き
、目
標
を
上
回
る
コ
ス
ト
の
削
減
を

実
現
で
き
ま
し
た
」（
三
浦
氏
）

　

通
常
で
あ
れ
ば
、設
備
の
投
資
回
収
に

５
年
程
度
を
必
要
と
し
ま
す
が
、Infilex 

C
R

に
よ
る
省
エ
ネ
改
善
の
部
分
は
、お
よ

そ
１
年
半
で
回
収
予
定
で
す
。
こ
の
導
入

効
果
は
高
く
評
価
さ
れ
、既
設
ラ
イ
ン
や
新

工
場
へ
の
新
規
導
入
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

効
率
改
善
を
と
も
に
実
現
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

　

需
要
の
増
加
に
合
わ
せ
て
生
産
拡
大
を

図
るS

U
M

C
O

 TE
C

H
X

IV

に
と
っ
て
山

武
は
、効
率
の
よ
い
生
産
を
支
え
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「H
arm

onas
の
運
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

Infilex C
R

導
入
時
に
も
、き
め
細
か
く
対

応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
営
業
所
も
近

く
に
あ
り
、来
て
ほ
し
い
時
に
す
ぐ
来
て

い
た
だ
け
て
、と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

（
三
浦
氏
）

「
監
視
か
ら
制
御
ま
で
を
一
貫
し
て
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
き
る
の
は
、山
武
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
く
ゆ
く
はH

arm
onas

で
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視
を
行
い
、

今
後
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
省
エ
ネ
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
中

田
氏
）

「
歩
留
ま
り
改
善
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

と
、省
エ
ネ
・
省
人
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
は
、私
た
ち
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。

私
た
ち
に
は
な
い
見
地
か
ら
の
、継
続
的

な
提
案
に
期
待
し
て
い
ま
す
」（
今
井
氏
）

シリコンウェーハ製造の
生産効率改善と省エネを
強力にサポート
クリーンルームの省エネを目的にInfilex CRを、
工場の設備管理にHarmonasを導入。
統合システムにより生産効率の向上と
省エネに大きく貢献しています。

Vol.1 SUMCO TECHXIV 株式会社

本社所在地
事 業 内 容

：
：

長崎県大村市雄ヶ原町1324-2
半導体用シリコンウェーハの
製造・販売

SUMCO TECHXIV株式会社

SUMCO TECHXIVは、豊かな技術を
創造し、世界の人々にゆとりと快適
さを提供するとともに、社会との融
和に努めています。

生産本部 長崎工場
DIS生産部 環境課 課長
中田 公典氏

SUMCO TECHXIV株式会社
生産本部 長崎工場
DIS生産部 部長
今井 光夫氏

Harmonas により、管理人員を増やさずに、拡大する設備の監
視が可能に

省エネ型クリーンルーム空調コントローラ
Infilex CR

Product Review

これまで、温度と湿度を最適に制御する
ためには、過冷却と再加熱を必要とし、エ
ネルギーの浪費が避けられませんでした。
しかし、山武が独自に開発した数理計画
型モデル予測制御の利用により、高速・
高精度な温湿度制御をInfilex CRは実
現しました。
結果、外気処理エネルギー及びクリーン
ルーム循環空調エネルギーの最小化に
より消費エネ
ルギーを最大
限に削減する
ことに成功して
います。

生産本部 長崎工場
DIS生産部 環境課
第一環境センター
三浦 敦氏

Harmonas に蓄積されたデータをボタン一つで自分のパソコンに取り込むこと
ができ、報告書作りが容易に

メール通知機能により、緊急時には担当者の携帯
電話にアラーム情報が転送される
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納入事例紹介

ClientVol.2 くろよんロイヤルホテル

黒
部
ダ
ム
に

最
も
近
い
ホ
テ
ル

　

黒
部
ダ
ム
（
黒
部
川
第
四
発
電
所
）の

玄
関
口
、扇
沢
駅
ま
で
車
で
10
分
足
ら
ず

の
距
離
に
あ
る
の
が
「
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」。
年
間
１
０
０
万
人
以
上
も

の
観
光
客
で
賑
わ
う
黒
部
ダ
ム
に
最
も

近
い
ホ
テ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
の
あ
る
日
向
山
高
原
は
、も
と
も

と
ダ
ム
建
設
事
務
所
が
設
け
ら
れ
て
い

た
場
所
で
、国
内
外
か
ら
視
察
に
訪
れ
る

V
I
P
に
応
対
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

施
設
が
ホ
テ
ル
の
前
身
で
す
。
そ
の
後
、

ダ
ム
を
建
設
し
た
関
西
電
力
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
関
電
不
動
産
株
式
会
社
が
日

向
山
高
原
一
帯
の
開
発
を
担
い
、現
在
は

ホ
テ
ル
を
中
心
に
、豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ

た
温
泉
付
き
別
荘
地
と
し
て
発
展
し
て
い

ま
す
。

　

同
ホ
テ
ル
で
は
、１
９
８
８
年
の
大
規

模
修
繕
の
際
に
中
央
監
視
装
置
を
導
入
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
余
り
が
経
過
し

更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。

「
電
力
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
、環
境
型
社
会
へ
の

貢
献
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。そ
ん
な
中
、

山
武
か
らB

E
M

S

導
入
支
援
事
業
※

の
提

案
を
受
け
た
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
更
新

コ
ス
ト
を
抑
え
、し
か
も
既
存
の
設
備
を

生
か
せ
る
こ
と
で
採
用
を
決
め
ま
し
た
」

（
吉
沢
氏
）

　

２
０
０
３
年
、新
た
に
導
入
さ
れ
た
の

は
建
物
管
理
シ
ス
テ
ムsavic-net™

E
V

 
m

odel10

（
セ
ー
ビ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
イ
ー
ブ

イ
モ
デ
ル
テ
ン
）で
す
。
省
ス
ペ
ー
ス
設

計
で
、現
場
で
の
使
い
や
す
さ
も
導
入
を

決
め
た
要
因
で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
約
15
％
、

重
油
で
は
22
・
３
％
も
の

削
減
を
実
現

　

ホ
テ
ル
と
日
向
山
高
原
別
荘
地
区
建
物

設
備
な
ど
の
保
全
業
務
を
担
当
し
て
い
る

の
は
関
電
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

で
す
。
標
高
が
９
０
０
m
あ
ま
り
の
こ
の

一
帯
は
、冬
に
な
る
と
氷
点
下
の
気
温
が

当
た
り
前
。
暖
房
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
重

油
は
一
晩
で
２
０
０
０
ℓ
に
も
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
環
境
へ
の
影
響

は
、室
内
の
C
O
２

濃
度
に
よ
り
新
鮮
な

外
気
を
取
り
入
れ
る
空
調
機
外
気
取
入
制

御
や
、室
内
温
度
を
見
な
が
ら
空
調
機
の

間
欠
運
転
を
行
う
こ
と
な
ど
で
大
き
く
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

「
き
め
細
か
な
空
調
設
定
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
が
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
、エ
ネ
ル

ギ
ー
全
体
で
約
15
％
、重
油
で
は
22
・
３
％

（
H
18
年
実
績
）も
の
削
減
を
実
現
し
ま
し

た
。
効
果
は
予
想
以
上
で
す
」（
相
沢
氏
）

「
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ム
ダ
と
な
る
原
因
究
明
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
最
適
な
空

調
機
の
運
転
時
間
や
間
欠
運
転
を
目
指
す

こ
と
で
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
目
指
し
た
い

で
す
」（
森
下
氏
）

お
客
さ
ま
に
見
え
な
い
場
所
か
ら

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
支
え
る

　

ホ
テ
ル
に
は
大
浴
場
、露
天
風
呂
な
ど

の
天
然
温
泉
の
他
に
、室
内
プ
ー
ル
が
あ

り
、こ
う
し
た
施
設
や
大
自
然
の
中
の
雰

囲
気
が
ホ
テ
ル
滞
在
者
の
心
や
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
設

備
の
状
況
を
中
央
監
視
室
で
正
確
に
把
握

し
な
が
ら
施
設
を
き
め
細
か
く
管
理
す
る

こ
と
で
、お
客
さ
ま
の
快
適
な
リ
ゾ
ー
ト

ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

「
設
備
機
器
の
性
能
や
機
能
を
充
分
に
発

揮
さ
せ
な
が
ら
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、中
・
長
期
の
修
繕
計
画
で
さ
ら
に

環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
」（
相
沢
氏
）

「
大
空
間
な
ど
で
は
温
度
ム
ラ
が
で
き
て

し
ま
う
な
ど
、設
備
的
な
課
題
も
ま
だ
あ

り
ま
す
。
こ
の
解
決
と
合
わ
せ
て
今
の
シ

ス
テ
ム
で
何
が
で
き
る
の
か
を
提
案
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、さ
ら
に
高
い
省
エ
ネ
効

果
を
目
指
し
た
い
で
す
」（
森
下
氏
）

「
施
設
と
し
て
は
環
境
負
荷
を
で
き
る
だ

け
軽
減
し
、お
客
さ
ま
に
は
大
自
然
を
満

喫
し
て
い
た
だ
く
。
そ
う
し
た
環
境
整
備

に
今
後
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
」（
吉
沢

氏
）

　

非
日
常
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
に
し
て
来
ら
れ
る
お
客
さ
ま
の
満

足
は
、こ
う
し
た
見
え
な
い
場
所
で
の
努

力
が
支
え
て
い
ま
す
。

既存資産を生かしながら
更新した建物管理システムが
循環型社会へ貢献
BEMS導入支援事業により更新した中央監視装置が、
快適性と省エネルギーの両立実現を図っています。

Vol.2 くろよんロイヤルホテル

所 在 地
延 床 面 積
客 室 数
付 帯 施 設

：
：
：
：

長野県大町市日向山高原
10,816㎡
73室（洋室/和室）
日向山高原ゴルフコース、テニ
スコート、別荘地

くろよんロイヤルホテル

くろよんロイヤルホテルは、北アル
プスを望む緑豊かな高原に位置し、
夏はゴルフにテニス、冬はスキー、ス
ノーボードなど、四季折々のリゾー
トライフが楽しめます。

関電ビルマネジメント株式会社
技術部
くろよんロイヤルホテル所長
相沢 幸安氏

関電不動産株式会社
大町支店長
吉沢 英人氏

冷温水の温度制御を管理するデジトロニック（20 年前に導入）
と新たに設置したデジタル指示調節計 SDC

建物管理システム
savic-netEV model10

Product Review

最大管理点数200点/500点/1000点
のネットワークBAシステムsavic-net™EV 
model10は高機能
･高性能でありなが
らもコストパフォーマ
ンスに優れたパソコ
ンベースのBAシス
テムです。ユーザー
オープンなオペレー
ション環境により、
各種設備の効率的
な監視・制御が可
能です。

技術部
くろよんロイヤルホテル副長
森下 敏氏

室内温水プール

中央監視盤室の
savic-netEV model10

※B
E

M
S

導
入
支
援
事
業
：
独
立
行
政
法
人 

新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（N

E
D

O

）が
公

募
を
行
う
補
助
金
制
度
（
住
宅
・
建
築
物
高
効
率
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
）

同ホテルは、温泉療養に基づいた「健康づくり大学」北アルプス常設キャン
パスにもなっている
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【あいたいミラー】
■大里 美彩希さん
■鹿児島県鹿児島市立城南小学校1年
この鏡は、ボタンを押すと、離れている人と会え
ます。遠くに住んでいる、お父さんやおじいちゃ
んたちとも、すきなときに会えます。

表 紙
言 葉の

この絵は、社団法人発明協会が子どもの自由奔放な発想を広く集めた「第
29回未来の科学の夢絵画展」の作品の中から、同協会のご協力を得て掲載
し、表紙に特徴的部分を拡大しています。

今回のテーマは“金”ですが、悲しいことに私は
“キン”にも“カネ”にもまったく縁がありませ
ん。バブルのころは、アクセサリーや時計も金が
多くてギラギラしていましたが、バブル崩壊とと
もにそれらもシルバーやプラチナとシンプルな
ものに代わりました。でも、最近アクセサリーや
鞄などに金がよく使われているなぁと思います。
バブルの頃に比べて、イエロー、ホワイト、ピンク
と、同じ金でもいろんな色の金で私たちを楽しま
せてくれるようになりました。一度でいいので
金塊というものを手にしてみたいものです。
� （akubi）

編集後記

■�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取り
上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号な
どをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールなどで
お寄せください。
■�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表示され

ております８桁の登録番号も併せてお知らせください。

■お問い合わせ
　〒100-6419　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ azbil 編集係
　TEL：（03）6810-1006　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
■発行日：2007年12月1日
■発　行：株式会社 山武　広報グループ
■発行責任者：須原 一郎
■制　作：産業編集センター

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

私たちは、

「人を中心としたオートメーション」で、

人々の「安心、快適、達成感」を

実現するとともに、

地球環境に貢献します。

　一獲千金を求めて山師が集ったゴールドラッシュの時代も終わ
り、今や金は各国企業が計画的に採掘・生産する時代。では、現在世
界で一番多く金が取れるのはどこの国なのでしょうか。
　長きにわたり、世界の金生産の中心となっていたのは南アフリカ
共和国です。1905年から米国を抜いて世界最大の金生産国となり、
1970年代には年間生産量が1,000tを突破。世界総生産量の66％を
占めていました。しかし2002年からは、主要な金鉱の埋蔵量が限界
に達した上、採掘コストの増加などが原因で生産量は年々減少。一
方、近年じわじわと生産を伸ばしているのが、中国や南米、インドネ
シアなどです。埋蔵量は豊富ながら企業化が遅れていたこれらの
国々が、本格的に金生産に着手すれば、世界の金マップが塗り替えら
れるかも!? 

黄金の国はどこ？
世界の金生産量の話

 主要国の金鉱山生産高 GFMS社ゴールドサーベイ2006より

現
場
の
声
を
形
に

さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
、そ
し
て
使
い
や
す
さ
を
提
供

a z b i l
m i n d
人 を 中 心 と し た
オートメーションを目指して。

Vol.11

2001年入社、入社以来現在の部
署に所属、主に差圧/圧力発信器
のマーケティングを担当。「差圧/圧
力発信器は多くのお客さまに使用い
ただいている製品です。azbilの理念

“人を中心としたオートメーション”にふ
さわしい、使う人の立場にたった製品
をご提供し、より多くのお客さまに喜ば
れるよう努めていきたいと思います」

植岡�昌治
IPマーケティング部
フィールドセンサーグループ

　

ス
マ
ー
ト
差
圧
／
圧
力
発
信
器

D
S

TJ
TM

3000

は
、
工
業
用
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
最
も
使
わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
の
一

つ
だ
。
圧
力
は
温
度
、
流
量
、
レ
ベ
ル
と

同
様
に
、
工
業
分
野
で
の
重
要
な
測
定
項

目
で
あ
り
、
差
圧
／
圧
力
発
信
器
は
流
量

や
レ
ベ
ル
測
定
の
役
割
を
も
果
た
す
な
ど

非
常
に
汎
用
性
の
高
い
計
測
器
だ
。

D
S

TJ3000

は
石
油
、
化
学
、
鉄
鋼
、

紙
パ
ル
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
プ
ラ

ン
ト
で
使
用
さ
れ
、
す
で
に
１
０
０
万
台
以

上
の
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
数
年
で

は
C
O
２

削
減
に
効
果
が
あ
る
こ
と
で
利

用
が
増
加
し
て
い
る
L
N
G
（
液
化
天
然

ガ
ス
）
輸
送
船
に
も
圧
力
計
器
と
し
て
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
数
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
豊
富
な
実
績
に
最
新
の
機
器

診
断
技
術
を
導
入
し
た
の
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
たD

S
TJ3000A

ce+

だ
。
プ
ロ
ダ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
植
岡
は
こ
う
強
調
す
る
。

「
他
社
製
品
と
の
差
別
化
が
難
し
い
成
熟

し
た
機
器
。
そ
れ
だ
け
に
徹
底
的
に
お
客

さ
ま
の
声
を
形
に
し
ま
し
た
」

　

D
S

TJ3000A
ce+

は
ほ
と
ん
ど
の
プ

ロ
セ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
機
種
を
揃
え

て
い
る
。
特
に
リ
モ
ー
ト
シ
ー
ル
型
は
導
圧

管
レ
ス
を
可
能
に
し
、
プ
ラ
ン
ト
設
計
の
簡

素
化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
削
減
に
貢

献
で
き
る
。
厳
し
い
条
件
の
中
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
機
器
だ
け
に
、
長
期
的

な
安
定
性
、
腐
食
性
流
体
用
の
耐
食
材
の

強
化
を
図
る
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
の
安
心
操

業
を
支
え
る
。

　

ま
た
、
診
断
機
能
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
過
去
に
発
生
し
た
エ
ラ
ー
情
報
な
ど

の
警
報
履
歴
が
確
認
で
き
、
発
信
器
の

不
具
合
の
原
因
特
定
や
、
プ
ラ
ン
ト
の
改

善
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ゼ
ロ

点
を
可
視
化
し
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

デ
ー
タ
を
保
存
で
き
る
ゼ
ロ
校
正
履
歴
機

能
で
、
発
信
器
の
状
態
を
客
観
的
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
安
全

操
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
イ

コ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
担
当
し
た
近

藤
は
「
診
断
履
歴
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ

と
で
、
お
客
さ
ま
の
安
心
を
目
指
し
ま
し

た
」
と
語
り
な
が
ら
、
発
信
器
側
に
デ
ー

タ
保
存
機
能
を
付
加
す
る
な
ど
の
課
題
を

克
服
し
た
自
信
を
見
せ
る
。

　

さ
ら
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
を
担
っ
た

間
々
田
が
付
け
加
え
る
。「R

oH
S

（
ロ
ー

ズ
）
指
令

※
１

と
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
通
信
規
格

のH
A

R
T

（
ハ
ー
ト
）※

２

に
対
応
す
る
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る
製
品
を
目

指
し
ま
し
た
」。R

oH
S

指
令
と
は
、
電

気
電
子
機
器
へ
の
鉛
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
水

銀
な
ど
の
特
定
有
害
物
質
の
含
有
を
禁
止

す
る
も
の
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
令
さ
れ
た
。

D
S

TJ3000A
ce+

の
プ
リ
ン
ト
基
板
に

は
鉛
フ
リ
ー
の
は
ん
だ
付
け
を
採
用
す
る
な

ど
し
、
通
信
は
山
武
独
自
の
Ｓ
Ｆ
Ｎ

※
３

お
よ
び
世
界
標
準
のH

ART

に
対

応
し
、
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　

一
方
、
使
い
や
す
さ
は
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

C
om

m
P

ad
TM

（
コ
ム
パ
ッ
ド
）で
実

現
し
た
。
手
軽
な
携
帯
情
報
端
末

と
し
て
普
及
し
て
い
る
P
D
A
は
フ
ル
カ

ラ
ー
の
大
画
面
で
し
か
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

簡
単
に
操
作
で
き
る
。
保
全
作
業
の
効
率

化
を
強
く
望
ん
で
い
た
お
客
さ
ま
か
ら
は

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
く
て
も
使
え
る
の
で
、

使
い
勝
手
が
良
い
」
と
大
好
評
だ
。

　

C
om

m
Pad

に
よ
り
設
定
作
業
時
間
が

大
幅
に
削
減
で
き
、
誰
に
で
も
扱
い
や
す
い

の
で
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
い
な
い
現
場
で
も

確
実
な
保
全
作
業
が
で
き
る
。C

om
m

Pad
は
従
来
の
製
品
と
互
換
性
が
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
他
の
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
と
も
通
信
が

で
き
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

現
場
視
点
で
生
ま
れ
たDSTJ3000Ace+

シ
リ
ー
ズ
。
だ
が
植
岡
は
「
も
っ
と
診
断

機
能
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
言
い
、
近
藤
は

「
ユ
ー
ザ
ー
毎
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た

い
」、
そ
し
て
間
々
田
は
「
さ
ら
に
使
い
や

す
い
設
計
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
発
信

器
本
体
や
通
信
端
末
の
液
晶
に
も
っ
と
情

報
を
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」と
口
に
す
る
。

彼
ら
に
よ
っ
て
差
圧
／
圧
力
発
信
器
は
さ

ら
に
進
化
し
て
い
く
。

スマート差圧/圧力発信器

DSTJ3000Ace+

1993年入社、入社以来DSTJおよ
びDSTJ応用製品のソフトウェア開
発を担当。「お客さまの期待に応え
られる、そして100年後にもその価値
が語られるような製品作りに挑戦を
続けて行きたいです」

近藤�浩市
プロダクト開発部
開発プロジェクト3グループ

1999年入社、入社時は電磁流量
計の、現在は圧力発信器の電気設
計を担当。主に蒸気流量計、空調
用微差圧発信器などの設計に携わ
る。「他社にはなく、使っていて、“安
心、快適、達成感”をお客さまが感じ
取れる製品を開発していきたいです」

間々田�浩一
プロダクト開発部
開発プロジェクト3グループ

DSTJ3000 に携わるアドバンスオートメーションカ
ンパニーの３人。左から植岡、近藤、間々田。

※1  RoHS指令（Restriction of the Use of Certain Hazardous Substances in Electrical and Electronic Equipment）は、EU（欧州連合）が2006年7月1日に施行した有害物質規制です。
※2  HART（Highway Addressable Remote Transducer）は、米国HCF（Hart Communication Foundation）が推奨する工業センサ用通信プロトコルです。
※3 SFN（Smart Field Network）

（ディーエスティージェー3000エースプラス）

カナダ
119t

ロシア
177t

オーストラリア
262t

インドネシア
166t

中国
224t

ウズベキスタン
78t

南アフリカ
298t

ガーナ
63t ペルー

207t

40t

Dec.2007　14 15　Dec.2007



本
誌

に
は

、
環

境
に

や
さ

し
い

大
豆

油
イ

ン
キ

と
森

林
認

証
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
本

誌
か

ら
の

無
断

転
載

・
複

製
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。

azbil 12
月

号
（

通
算

V
ol.38 N

o.12）
国

際
標

準
逐

次
刊

行
物

番
号

　
IS

S
N

 1881-9680
山

武
グ

ル
ー

プ
P

R
誌

 azbil （
ア

ズ
ビ

ル
）

12
D

ecem
b

er.2007

Hakata

□ 山武　□ 山武商会　□ 山武コントロールプロダクト
□ 山武エキスパートサービス　□ 山武フレンドリー　
□ 山武ケアネット　□ 安全センター
□ 熊本安全センター　□ セキュリティフライデー
□ 原エンジニアリング　□ 金門製作所　□ 太信
□ ロイヤルコントロールズ　□ テムテック研究所

販売店

　

玄
海
灘
を
望
む
平
野
部
に
広
が

る
博
多
は
、九
州
最
大
の
都
市
で
あ

る
。
暖
流
の
対
馬
海
流
が
暖
か
な

風
を
運
び
、天
然
の
良
港
で
あ
る
博

多
湾
か
ら
は
海
の
幸
が
豊
富
に
取
れ

る
、恵
ま
れ
た
土
地
だ
。
辛
子
明
太

子
や
も
つ
鍋
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
、名
物

が
多
い
街
と
し
て
も
全
国
的
に
有
名

で
あ
る
。

　

東
京
よ
り
も
朝
鮮
半
島
に
近
く
、

ソ
ウ
ル
ま
で
は
東
京
の
半
分
の
距
離

し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、古
く
か
ら

大
宰
府
の
外
港
と
し
て
外
交
や
貿

易
の
玄
関
口
と
な
っ
た
。
近
年
で
は

中
国
や
韓
国
の
企
業
が
日
本
進
出

の
足
掛
か
り
と
し
て
博
多
へ
進
出
す

る
例
も
多
く
、米
国
の
雑
誌
ニュ
ー
ズ

ウ
ィ
ー
ク
2
0
0
6
年
7
月
号
で
は
、

「
世
界
で
最
も
ホ
ッ
ト
な
10
都
市
」

に
福
岡
市
を
選
ん
だ
ほ
ど
だ
。

　

大
陸
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
せ

い
か
、福
岡
県
人
の
気
質
は
開
放
的

で
自
由
闊
達
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
が

旺
盛
で
、も
て
な
し
の
心
に
溢
れ
て

い
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商
業
施
設

が
立
ち
並
ぶ
中
心
地
・
天
神
や
、九

州
最
大
の
歓
楽
街
・
中
洲
で
は
、そ

ん
な
博
多
っ
子
た
ち
の
お
か
げ
で
い
つ

も
賑
わ
っ
て
い
る
。「
よ
か
」「
〜
ば
い
」

と
い
っ
た
博
多
弁
は
、街
に
さ
ら
な
る

活
気
を
呼
ぶ
。
ま
た
こ
の
地
域
は

芸
能
に
秀
で
た
人
が
多
く
、役
者
や

歌
手
な
ど
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
。

そ
の
昔
、福
岡
藩
領
で
は
芸
能
を
専

業
と
す
る
寺じ

ち
ゅ
う中

と
呼
ば
れ
る
集
団

が
存
在
し
た
こ
と
が
、関
係
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

2
0
1
1
年
春
に
は
、博
多
〜
鹿

児
島
中
央
間
で
九
州
新
幹
線
が
開

通
す
る
予
定
だ
。
鹿
児
島
ま
で
最

速
1
時
間
20
分
で
結
び
、山
陽
・
東

海
道
方
面
と
も
直
通
す
る
た
め
、博

多
は
ま
す
ま
す
人
が
行
き
交
う
街

と
な
る
だ
ろ
う
。
初
め
て
訪
れ
た

と
し
て
も
、来
る
者
を
拒
ま
な
い
博

多
っ
子
が
楽
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ

る
は
ず
だ
。

azbil Go Round
—azbil のある街—

博　多

azbilの拠点がある街を紹介します。
大
陸
と
の
交
流
が
深
い

自
由
の
風
吹
く
街

azbilは山武グループのシンボルマークです
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